
まちづくり（面整備）の進捗率（沿岸）：45％
完成区画数：3,493 区画（平成28年 10月 31日現在）

　平成 28年 12月 17日（土）、「地
域コミュニティの活性化」をテーマ
に､「新しい東北」交流会 in 釜石（主
催：「新しい東北」官民連携推進協議
会）が､釜石情報交流センター（釜石
市大町）で開催されました。本交流
会は、被災地自治体や民間企業、大
学、ＮＰＯなど､復興に取り組む多様
な主体どうしの情報共有・意見交換
を目的とするものです。
　交流会では、地域コミュニティの
活性化に取り組む専門家によるパネ
ルディスカッションが行われ、復興

復興に向けて歩み続ける岩手県の今を紹介します
　平成 23年 3月 11日に発生した東日本大震災津波。発災以
来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援をいた
だいております。心から感謝申し上げ、この「つながり」を大
切にしていきたいと思います。
　新しい年を迎え、より一層復興を加速させるとともに、魅力
あるまちづくりに躍進する岩手県。
　復興に向けて歩み続ける岩手の今を紹介します。
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高校生を対象とした交流イベントの様子

・創生期間における地域コミュニティ
形成支援の課題について意見を交わ
し、今後の復興への方向性を考える
場となりました。
　続いて、被災地をはじめ、全国各
地で地域コミュニティ活性化に取り
組んでいる 8団体が最新の事例を発
表し、様々な目線から被災地の現状
と今後の課題を紹介しました。
　山下容弘復興庁岩手復興局長は｢東
日本大震災の復興ではインフラや住
まいの再建が一歩一歩着実に進展し
てきました。今後は、地域コミュニ

ティの再生などが重要な課題となっ
ており、復興庁としても全力をあげ
て取り組んでいきます。」と意気込み
を語りました。
　また、高校生を対象にＩＴを活用
した新たな働き方を学ぶ交流イベン
トや、親子向けにスマートフォンと
連携する絵本を作成するワークショ
ップが行われたほか、地域の記憶を
次代に継承していくためのモデルと
して、映画「この世界の片隅に」の
特別上映会とシンポジウムも開催さ
れました。

　沿岸被災 12市町村を中心とした本県の復旧､復興の現状
やその推移を把握するためのデータを定期的に取りまとめ
ている「いわて復興インデックス報告書」。
　今回は､第 19回（平成 28年 12月 5日発表）結果から､
主なデータを紹介します。

パネルディスカッションの様子 親子向けワークショップの様子

「いわて復興インデックス報告書（第19回）」のデータから

釜石市「地域コミュニティ活性化」をテーマに　官民連携の交流会開催

いわて復興応援団 検索

知って、買って、食べて、行って応援！
登録無料

詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。

首都圏等にお住まいの方を対象に、応援団員（個人）と応援団（法人及び団体）の登録を募集
しています。登録者には岩手県の復興の取り組みや観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。

なりわい（産業）
産地魚市場水揚量（年度累計）：57.7％（3年平均比）

38,257 トン（平成28年 4～ 9月）
前年同期間の水揚量の 86.2％。これは､サバ類及びスルメイカ､イ
サダ等の水揚げが減少していることが主な要因とみられます。

安全

まちづくり（面整備）事業における宅地供給予定区画数 7,811 区
画に対する進捗率は 45％。

暮らし

完成戸数：4,237 戸（県整備 2,080 戸、市町村整備 2,157 戸）

災害公営住宅整備事業における建設予定戸数 5,694 戸（県整備 
2,760 戸、市町村整備 2,934 戸）に対する進捗率は 74％。

災害公営住宅の進捗率（全県）：74％

（平成 28年 10月 31日現在）

いわて復興インデックス 検索詳しくは
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被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索
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岩手県の被害状況 平成28年 12月 31日現在

▶人的被害　死者（直接死）：4,672 人　行方不明者：1,123 人
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　26,077 棟

皆さんのご支援、ありがとうございます

※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」「まなび」の支援に使われます。

▶いわての学び希望基金（※）受付状況　約 86億 9,353 万円（19,531 件）

もご覧ください !! http://iwate-fukkoudayori.comビジュアル豊富な いわて復興だより Web【 】

▶義援金受付状況　約 185億 2,227 万円（94,267 件）
▶寄付金受付状況　約 198億 516万円（8,048 件）

平成 28年 12月 31日現在

オーストラリア・キャンベラ出身。
小学生の頃から授業の一環で日本語の勉強を始め、
学生の時にホームステイで福井県を訪れ、日本の文
化、歴史、伝統に興味を持つ。
平成 28年 7月から一般財団法人自治体国際化協会
の語学指導等を行う外国青年招致事業を通じて、国
際交流員として釡石市役所に派遣され、現在、外国
からの訪問客の通訳をはじめ、市民の英会話研修や
海外への情報発信などの業務を担う。

PROFILE

　被災地・三陸の復興へ向け、多くの若者が情熱を注
いでいます。連載「未来のさんりくびと」では、毎号、
復興への熱い想いを秘めた若者を紹介していきます。
第 66回目は､エミリー・ハラムズ さんを紹介します。

エミリー・ハラムズさんからのひと言：
RWC2019に向けて

一緒に楽しく頑張っていきましょう

釜石市の魅力を世界に

ラグビーワールドカップ 2019推進室
総合政策課オープンシティ推進室

兼務
エミリー・ハラムズ

（Emily Hallams）さん

　エミリーさんは、ラグビーワールドカップ
2019に向けて､市内での英会話教室や､釜石市
の Facebook､インスタグラムの英語版を担当
するなど、外国人受け入れの活動に取り組んで
います。
　「外国の人も釜石のことを知ったら絶対来ると
思います。これから釜石市へのインバウンドを
増やしていきたい。」と釜石の情報発信に力を注
ぎます。

国際交流都市に向けて

　オーストラリアにいたころから日本に関心が
あり、念願かなって釜石市に派遣されたエミリ
ーさん。「釜石には、海や山もあり自然が豊か。
優しく前向きの方が多い素敵な町だと思います。｣
と釜石の印象を話します。

　「自然豊かな釜石での開催は、外国人にとって
は日本らしさを経験し､地元の人と交流するチャ
ンス。英語が話せなくても笑顔があれば交流で
きるので、釜石の人とお互いに別の文化を学び、
国際交流が広がれば素敵だと思います。ワール
ドカップは国際交流都市になるきっかけ。ワー
ルドカップが終わってからも､釜石を訪れる人
は多くいると思うので、このチャンスを逃さず、
釜石を世界に発信したいです。」と､エミリーさ
んは意気込みを語ってくれました。

【次回のいわて復興だよりについて】次回は平成 29年 2月 1日号の発行を予定しています。

　平成 28年 12月 12日（月）、田野畑村が、東日本大
震災津波の記憶と教訓を次世代に伝えるため保存・整備
を進めてきた震災遺構「明戸海岸防潮堤」が完成しまし
た。
　昭和 44年（1969年）に完成した総延長 378メート
ル､高さ 9メートルの明戸防潮堤は、東日本大震災津波
で約 140メートルが損壊。残った総延長 221メートル
が、被災当時の姿そのままに震災遺構として保存される
ことになりました。
　同震災遺構は、見学路や駐車場も整備され、見学は自
由。決壊した防潮堤の痕跡から、かつての防潮堤の規模
や津波の破壊力を視覚的にとらえることができます。
　県が整備する県道を兼ねた新しい防潮堤（総延長約 3
46メートル､高さ
12メートル）は
建設が完了し､隣
接するエリアには
環境省が進めてい
る園地の整備が予
定されています。 完成した震災遺構「明戸海岸防潮堤」（写真提供：田野畑村）

　岩手県は、平成 28年 11月より「ふるさと岩手応援
寄付（ふるさと納税）」の使い道を充実させました。
　ふるさと納税は、納税者が自分の選んだ自治体に寄附
を行うと、所得税・個人住民税から一定額の控除を受け
ることができる制度です。
　寄附者は､「東日本大震災津波からの復興事業」や「い
わての学び希望基金（震災孤児等への支援事業）｣に加え、
新たに「三陸沿岸振興事業」や「国際リニアコライダー
（ILC）誘致への支援」､「平成 28年台風第 10号大雨等災
害からの復旧事業」などから寄附金の使い道を選択でき
るようになりました。
　「三陸沿岸振興事業」では､三陸鉄道支援事業、ラグビ
ーワールドカップ 2019を契機とした基盤整備事業、三
陸防災復興博（仮称）の開
催、震災津波伝承施設の整
備などの選択項目も設定。
　全国の皆様からの御寄附
に感謝するとともに、同制
度を通じたふるさと岩手の
さらなる発展を目指します。

>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>><<<

田野畑村 岩手県震災遺構　「明戸海岸防潮堤」完成
記憶と教訓を次世代に

ふるさと岩手応援寄付
（ふるさと納税）の使い道を充実！

ふるさと岩手応援寄付 検索
詳しくは


